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1. はじめに 
 
 我国では現在に至るまで橋梁の補修補強実績がデータ

ベース化されており，それらの実績を考慮して適切な時

期に対策を講じる必要がある．橋梁維持管理システム

（Bridge Management System，BMS）においては点検・調

査，劣化予測・評価，対策の判定・選定など一連の維持

管理業務が体系的に実施されるが，対策後の効果を評価

し劣化予測等にフィードバックすることも必要である．

したがって，橋梁の維持管理計画においてはライフサイ

クルコスト（Life Cycle Cost，LCC）を考慮するとともに

補修補強効果を考慮して総合的に策定されることが望ま

しい．さらに維持管理計画を策定する際には劣化予測の

精度が重要であり，補修補強後の劣化予測も含めて議論

されるべき課題である．このような検討課題に対して本

論文では補修補強実績の現状分析を実施し，経年的な補

修補強サイクルについて把握するとともに橋梁各部材の

健全度に着目して補修補強実施時期における健全度の推

定について検討している．また，補修補強後の効果に関

して検討すべき課題などを列挙して今後の可能性を述べ

ている． 
 
2. 補修補強実績データの現状分析 
 
2.1 概要 
 北海道内国道橋における補修補強実績は「橋梁，トン

ネル，立体横断施設，覆道等現況調書」や MICHI などに

蓄積されており，近年では統合補修データとしてデータ

ベース化されている．本章ではこれらの実績データに基

づいて塗装の塗替え傾向，橋梁各部材の補修補強実績の

経年推移，架設環境による補修補強の実施傾向等につい

て分析し，維持管理の現状を把握する． 
 
(1) 分析データ 
 本分析では MICHI および統合補修データを用いて

2005 年までの補修補強実績を整理する．各データの内容

を以下に示す． 
(a) MICHI 

全国的に整備されている Ministry of Construction 
Highway Information（以下，MICHI）には橋梁諸元，径

間ごとの補修履歴および塗装履歴等に関するデータが蓄

積されている．MICHI に登録されている北海道内国道橋 

表－1 主な補修補強工法の区分 
対策区分 主な補修補強工法 

補修 再塗装，表面保護工法，ひびわれ補修工法，

断面修復工法，床版防水工 
補強 接着工法，巻立て工法，桁増設工法， 

上面増厚工法，外ケーブル工法 
更新 打換え工法，取替え工法 
改良 拡幅 
その他 足場工，構造物の取壊し，撤去等 
 
梁 3579 橋の内，改良（架け替え，拡幅等）の対策データ 
を除くと上下部工を合わせて 2546 橋（12900 件）の補修

履歴データが蓄積されている．また，上部工の塗装履歴

に関しては 1474 橋（5512 件）のデータが蓄積されてい

る． 
(b) 統合補修データ 1) 
 従来，各管理機関が独自に作成していた補修・補強等

の記録についてデータの収集，管理の重複を避けるとと

もに今後の BMS で使用されることを目的として北海道

開発局が取りまとめた補修履歴データである．本論文で

使用しているのは過去 7 年間（1999～2005 年）で 680 橋

（1875 件：1 径間を 1 件として集計）のデータであり，

表－1 は本データベースにおける主な補修補強工法とそ

の対策区分を示している． 
 以上，2 つのデータを合わせて 2005 年までの補修履歴

が作成できる．なお，MICHI と統合補修データにおいて

1999～2001 年のデータが重複する場合があるが，それら

は 1 件として集計している． 
 
(2) 対策区分 
 表－1 に示すように補修補強実績データにおける様々

な対策工法を大まかに①補修，②補強および③更新等に

分類して分析することとし，それぞれの対策区分は以下

に定義される． 
① 補修：今後の劣化進行を抑制し，耐久性の回復・向

上を目的とする． 
② 補強：耐荷性や剛性などの力学的な性能低下の回

復・向上を目的とする． 
③ 更新：広義に補強として分類されるが，ここでは基

本的に部材の交換で対応する工法を区別して扱う． 
 また，上記以外にも機能性の低下によって施される拡 
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表－2 補修補強実績データ数 
部材名 補修 補強 更新 

主桁（鋼） 26 54 20
主桁（コン） 33 74 4
床版（鋼） 35 15 10
床版（コン） 212 319 425
橋台 140 33 0
橋脚 107 636 5
支承 786 0 90
高欄 435 0 998
防護柵 301 0 1127
舗装 264 0 1055
伸縮装置 394 0 798

 
幅等は「改良」，足場工，構造物の取壊しおよび撤去等は

「その他」として分類する．ただし，拡幅等は物理的寿

命と異なり機能的寿命による対策であり，その他は補修，

補強および更新の付属的な工法であるため，これらは以

降の分析では除外している．表－2 では鋼桁の再塗装を

除く各部材の補修補強実績データ数を対策区分別に整理

している． 
 
2.2 補修補強実績の経年推移 
 本節では補修補強が実施されるまでの経過年に着目し，

橋梁各部材ごとに供用開始から初回の経過年と 2 回目以

降のサイクル年について分析している．表－3 では部材

ごとの平均経過年を整理しており，0.0 年のものは実績

がないことを示している．なお，更新後に補修および補

強が実施されている場合は更新年度からの経過年を 1 サ

イクルとして集計している．以下に部材ごとの実績内容

および分析結果を示す． 
 
(1) 主桁 
 鋼主桁は再塗装を除くと，主に桁増設や外ケーブル工

法等による補強が平均 32 年程度で実施されている．また，

コンクリート主桁はひびわれ注入工法，断面修復工法お

よび表面保護工法等による補修，接着工法等による補強

が平均 30 年程度で実施されている． 
(2) 床版 
 鋼床版は主に再塗装等による補修が平均 28 年程度で

実施されている．また，コンクリート床版は特に打換え

の実績が多い傾向にあるが，防水工や局部的な補修，上

面増厚工法や接着工法等による断面補強なども多く実施

されている． 
(3) 躯体（橋台・橋脚） 
 橋台は局部的な補修が概ね 25～35 年の範囲で多いの

に対して，橋脚は RC 巻立て工法等による耐震補強の実

績が概ね 20～30 年の範囲で多い傾向にある． 
(4) 支承 
 支承部は支承本体の取替え（更新）とそれ以外のアン

カーボルト，沓座モルタル，台座コンクリートの各部位

に対する補修に大別され，概ね 25～35 年の範囲で多く実

施されている． 

表－3 各部材の平均経過年 
部材名 補修 補強 更新 

主桁（鋼） 32.6（0.0） 31.7（0.0） 28.6（0.0）
主桁（コン） 31.4（0.0） 30.0（0.0） 42.5（0.0）
床版（鋼） 27.9（0.0） 29.7（0.0） 29.8（0.0）
床版（コン） 28.3（6.4） 29.9（7.5） 26.1（0.0）
橋台 29.0（0.0） 27.8（0.0） 0.0（0.0）
橋脚 27.8（0.0） 24.1（6.4） 41.0（0.0）
支承 28.9（4.0） 0.0（0.0） 31.4（0.0）
高欄 23.7（0.0） 0.0（0.0） 30.8（11.8）
防護柵 23.3（0.0） 0.0（0.0） 24.4（8.7）
舗装 24.8（0.0） 0.0（0.0） 28.7（5.3）
伸縮装置 24.3（7.3） 0.0（0.0） 28.5（10.4）

左側：初回，右側（）：2 回目以降のサイクル年 
 
(5) 高欄・防護柵 
 高欄・防護柵は特に取替えの実績が多い傾向にあるが，

経過年にばらつきがある中で 13～18 年の範囲における

補修および更新実績が突出している点が特徴的である．

また，初回の経過年と比較して 2 回目以降のサイクル年

は平均的に 15～20 年程度早い傾向にある． 
(6) 舗装 
 舗装は打換えの実績が多く，平均 28 年程度で実施され

ているが，経過年にばらつきがある中で 14 年後の補修

（部分打換え・オーバーレイ等）が突出している点が特

徴的である． 
(7) 伸縮装置 
 伸縮装置は取替えの実績が多く，平均 28 年程度で実施

されている．また，補修に関しては更新より平均的に 4
年程度早い 24 年後に実施されている． 
 
2.3 塗装の塗替え傾向 
 著者らは文献 2)において鋼桁の塗装劣化について構造

形式，部位，架設環境，塗装系，下地処理，塗替え回数

など様々な要因によって塗膜の耐久性が異なることを示

している．ここでは架設環境（塩害）と塗替え回数に着

目して塗替え傾向を分析する．表－4 は塩害対策指針に

基づく塩害地域区分を示しており，北海道における塩害

地域区分は地域区分 A（沖縄県）を除く各地域区分 B～
D および対策区分Ⅰ～Ⅲにより分類される．図－1 では

塩害地域区分別の塗替え実績，図－2 では塗替え回数に

よる実績の傾向を分析している． 
 

表－4 塩害地域区分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域区分 地域 海岸線からの距離 対策区分 コード
海上部と海岸線から100mまで Ⅰ A1

上記以外の範囲 Ⅱ A2
海上部と海岸線から100mまで Ⅰ B1
100mを超えて200mまで Ⅱ B2
200mを超えて300mまで Ⅲ B3

海上部 Ⅰ C1
海岸線から100mまで Ⅱ C2

100mを超えて200mまで Ⅲ C3
D － 上記以外 － D1

C 上記以外の地域

A 沖縄県

B 下表に示す地域

稚内市，小樽市，猿払市，豊里市，礼文町，利尻町，東利尻町（宗谷
支庁）留萌支庁，石狩支庁，後志支庁，檜山支庁，松前町（渡島支
庁）
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図－1 塩害地域区分別塗替え実績（1 回目） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－2 塗替え回数別実績 
 
 以下に分析結果および考察を示す． 
(1) 塩害地域区分別の塗替え実績においては塩分以外の

劣化要因により全体的にばらつきはあるものの，概

ね沿岸部の塗替えサイクルが短い傾向を示している． 
(2) 塗替え回数に着目すると塗替え 1 回目では 13～16

年，塗替え 2 回目では 9～13 年，塗替え 3 回目では

6～10 年，塗替え 4 回目では 9 年で多くの実績があ

り，塗替え回数が増えるにしたがって塗膜の耐久性

が低下している傾向を示しているものと考えられる． 
 
2.4 架設環境による補修補強実績の傾向 
 予防保全の考え方に基づくと劣化が進行する前に何ら

かの対策がとられるが，基本的には劣化の進行に応じて

補修補強が実施される．したがって，劣化の進行が早け

れば補修補強の実施時期も早まるものと考えられる． 
 本節ではコンクリート床版を対象にして劣化を促進す

る要因である塩害および疲労劣化に関連する大型車交通

量によって実施時期の傾向を分析している．塩害地域に

ついては 2.3 節で述べたように塩害対策指針に基づいて

区分している．大型車交通量については道路交通センサ

スを用いて 24 時間交通量に大型車混入率を乗じた日平

均大型車交通量により区分している．ここでコンクリー

ト床版における補修の経年実績に対して，図－3 では塩

害地域区分別，図－4 では大型車交通量別の傾向を分析

している． 
 以下に分析結果および考察を示す． 
(1) 全体的にばらつきはあるものの，比較的良好な環境

（塩害地域区分 D1）と比較して B1 および C3 の地

域の一部で経過年が早まる傾向がみえる． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－3 塩害地域区分別補修実績 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－4 大型車交通量別補修実績 
 
(2) 大型車交通量が 5000（台／日）を超える地域では約

80％が 27 年後に補修されており，コンクリート床版

全体の平均経過年（表－3）とほぼ同等の値を示して

いることから，大型車交通量がコンクリート床版の

補修実施までの経過年に影響していることが考えら

れる． 
 
3. 劣化予測による補修補強実施時期の健全度評価 
 
 著者らは点検データに基づいてマルコフ過程の遷移

確率を解析し，橋梁各部材ごとの劣化曲線を得ている 3)．

本章ではこれらの劣化曲線と 2.2 節で分析した補修補強

実績の経年推移を比較して補修補強実施時期の健全度を

推定する．図－5 はコンクリート床版を例にとって劣化

曲線と補修補強の経年実績を重ね合わせたものであり，

図－6 は各部材の劣化予測における補修補強実施時期の

健全度範囲を示している．なお，ここでは健全度範囲を

1～0.75，0.75～0.5，0.5～0.25，0.25 未満の 4 段階に区分

し，各段階における補修補強実績の割合を算出している． 
 以下に特徴的な傾向をまとめる． 
 
(1) 鋼主桁は予測での劣化速度が遅いこともあり，健全

度 0.75～0.5 の範囲で 88％，0.5 までに 99％の対策

を実施していると推定される． 
(2) コンクリート主桁および床版では概ね 60～80％程

度が健全度 0.5～0.25 の範囲で対策を実施している

と推定される． 
(3) 躯体（橋台・橋脚），支承，伸縮装置は予測での劣

化速度が速いため，概ね 95％以上が健全度 0.25 未

満で対策を実施していると推定される． 
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図－5 劣化予測と補修補強実績の関係 
（コンクリート床版） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－6 補修補強実施時期の健全度範囲 
 
(4) 高欄・防護柵，舗装では概ね 70～80％程度が健全

度 0.25 未満で対策を実施している． 
 
 しかし，ここで推定された健全度は予測に基づくもの

であり，実際には施行状況や架設環境など様々な要因に

よって予測とは異なる劣化速度を示すことが考えられる

ため，一様に評価することは困難である．したがって，

今後は本章で検討した劣化予測による補修補強実施時期

の健全度範囲に対して劣化予測の補正も考慮して，より

精度の高い推定を検討していく必要がある．また，適切

な補修補強実施時期に加えて補修補強による効果に着目

して，より効果の高くなる実施時期についても検討の余

地がある． 
 
4. まとめ 
 
 本論文では北海道内国道橋の補修補強実績について現

状分析を実施し，その結果として以下の傾向がみられた． 
 
(1) いずれの部材においても概ね平均 20～30 年程度で

補修，補強および更新による対策が実施されている． 
(2) 塩害地域において塗替えサイクルおよびコンクリー

ト床版の補修サイクルが短い傾向にある．また，大

型車交通量の多い地域における経過年が全体の平均

経過年とほぼ同値を示しており，大型車交通量によ

る補修サイクルへの影響が確認された． 

(3) 劣化予測における補修補強実施時期の推定では主桁，

床版は比較的高い健全度で補修補強を実施している

のに対して，それ以外の部材は健全度 0.25 未満での

実施が圧倒的に多いとされる． 
 
 今後の課題としては，これらの補修補強実績データに

基づいて点検データとの関連から補修補強実施時期にお

ける健全度を推定する内容やその後の効果として補修補

強後の劣化予測および補修補強による損傷ランクの回

復・向上に関する検討が必要である． 
 
謝辞 
 本論文をまとめるに当たり，(株)ドーコンの安江哲氏，

佐藤誠氏には有益なご意見ご協力を頂きました．ここに

お名前を掲載して感謝の意を表します． 
 また，本研究は平成 18 年度日本学術振興会科学研究費

補助金（課題番号：17560418 代表：大島俊之）の補助

を受けて行われました．ここに感謝の意を表します． 
 
参考文献 
1) 北海道開発局 道路維持課：統合補修データ 作成

要領（案），2005.11． 
2) 竹田俊明，大島俊之，三上修一，山崎智之，岩渕直：

ACM センサを用いた鋼桁塗装劣化予測手法の検討，

構造工学論文集，Vol.51A，pp.1129-1138，2005． 
3) 竹田俊明，大島俊之，佐藤誠，三上修一：橋梁点検

実測データに基づく橋梁資産劣化予測評価の検討，

構造工学論文集，Vol.51A，pp.1157-1167，2005． 
4) 佐藤誠，大島俊之，三上修一，樋口匡：点検データ

に基づく床版劣化の推定と BMS への応用，構造工

学論文集，Vol.51A，pp.1147-1155，2005． 
5) 佐藤栄作：鋼道路橋の補修・補強の概要，橋梁と基

礎，Vol.28，No.8，pp.11-16，1994.8． 
6) 小松秀樹：コンクリート橋の補修・補強の概要，橋

梁と基礎，Vol.28，No.8，pp.71-74，1994.8． 
7) 但木純，佐藤誠，大島俊之，三上修一，池田憲二，

竹田俊明：BMS における補修事業シミュレーション，

土木学会北海道支部論文集，第 60 号，pp.228-231，
2004． 

8) 関口幹夫：道路橋補修履歴の現状分析，土木学会年

次学術講演会，第 61 回，pp.1247-1248，2006． 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主桁（鋼）

主桁（コン）

床版（鋼）

床版（コン）

橋台

橋脚

支承

高欄

防護柵

舗装

伸縮装置

実績割合

1.00-0.75 0.75-0.50 0.50-0.25 0.25未満

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60

経過年

健
全

度

0

10

20

30

40

50

60

70

件
数

補修

補強

更新

健全度

平成18年度　土木学会北海道支部　論文報告集　第63号



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


